第１節　災害時のこころのケア活動
第１章　災害時のこころのケアとは？

	

	
　　　　　阪神・淡路大震災と新潟県中越震災から、災害時には生命や財産の損害への対応とともに、

こころのケアの視点が重要であることを学びました。



	第１節　災害時のこころのケア活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
ポイント
携帯し、コピーできる！

★　災害時には、生命や財産の損失への対応とともに、こころのケアが大切です。

★　今後の災害に備え、「こころのケア」活動を行うための指針や手引書が必要です。

★　日頃から、マニュアルに目を通され、災害発生時には携帯し、必要なところをコピーして活用しましょう。

ポイント
こころのケアの基本

★　１つめ、精神科医療の支援
　　２つめ、メンタルヘルスへの対応

　　３つめ、スタッフへの気配り


	１　　なぜ、マニュアルが必要か？

岩手県が「こころのケアチーム」を編成し、被災地に職員を派遣したのは、2004年10月に発生した「新潟県中越地震」がはじめてでした。新潟県知事からの医療救護活動等への参加要請に基づき、こころのケア活動を行う専門職員チームを精神科医師など４名で班編成し派遣しました。派遣に当たって、派遣要請から第1班派遣まで４日間という極めて短期間にチーム編成を行うとともに、防寒着や生活必需品、医薬品、医療用具等の購入、相談記録等の各種診療様式の整備のほか、車両の手配や活動拠点、宿泊地の確保等について、連携機関とも調整しながら作業を進めなければなりませんでした。

こうした経験と体験の中から、災害時には、生命や財産の損害への対応とともに、こころのケアの視点が重要であること、また、今後起こり得る自然災害等に備えて、関係機関が効率的かつ効果的に連携を図りながら体制を構築し、こころのケア活動を行っていくための指針や手引きなどの整備が必要であることを痛感しました。

　　また、本県では、平成20年6月に「平成20年岩手・宮城内陸地震」、同年7月に「岩手県北部を震源とする地震」と相次いで大きな災害を体験することとなりました。被災地としての、初めて支援活動経験の中で、あらためて災害時の支援活動の重要性を感じさせられるとともに、被災地としての経験を踏まえたマニュアルの見直しの必要性にも迫られ、今回のマニュアルの見直しに至りました。

このマニュアルは、県精神保健福祉センターや保健所、市町村職員のほか、これら職員を支援する関係者を対象にこころのケアの手引書として作成しました。平常時の対策から災害発生時に現地で支援活動していく上で必要な、こころのケアについての知識や対応などをまとめましたので、ぜひ日頃から目を通され、災害発生時には携帯したり、複写して配布するなど活用されるようお願いします。

２　災害時のこころのケアとは？
阪神・淡路大震災（1995年）での救助救援活動を通じ、精神保健医療関係者が対応すべき課題として大きく分けて次の二点が指摘されました。

第一点は、狭義の精神医療の体制と活動を如何に行うか
第二点は、広義のメンタルヘルスケアの体制と活動を如何に行うか
また、これまで注意が払われていなかった救援活動者へのメンタル

ヘルス・ケアの視点も重要であるということでありました。

	これらの教訓から2004年10月に発生した新潟県中越地震では、新潟県中越地震こころのケア対策会議が「こころのケアチームマニュアル」を作成し、この中でこころのケアチームの行うべき業務として、次の三項目を掲げていました。

１．震災によって障害された既存の精神科医療システムの機能を支援する。

２．震災のストレスによって新たに生じた精神的問題を抱える一般住民について対応する。

３．被災者のケアを行う職員、スタッフの精神的問題も念頭に置く。

　　　

このマニュアルにおいても、上記の三項目を災害時の「こころのケア活動」の基本に据え、事前の備えとともに、災害発生時における効果的な体制の構築や被災後の時期にあわせた適切な介入、ケアのあり方などを取りまとめました。

３　具体的には、どのような支援が必要か？
　　実際に、こころのケア活動を専門的に行うスタッフ（以下「こころのケアチーム」という。）の支援については、新潟県中越地震こころのケアチームマニュアル（以下「中越地震マニュアル」という。）では次のように記述しています。


[image: image1]
４　中長期的なこころのケア

　災害直後のこころのケア対策は、時間の経過とともに平時の地域精神保健福祉活動に移行していくことが望ましい。

	ポイント
支援者のストレス？

★　被災者のケアに当たる支援者も被災者と同じ状況におかれます。支援者のこころのケアも大事です。

ポイント

★　災害弱者といわれる人への配慮も必要です。
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災害時のこころのケアとは？





こころのケアって？？





●　震災によって障害された既存の精神医療システムの機能を支援する。


壊滅した地域精神医療機関の業務を支援する。


避難所、孤立地域の精神疾患患者への対応を支援する。


●　震災のストレスによって新たに生じた精神的問題を抱える一般住民について対応する。


　・　避難所をはじめ地域で震災によって急性の精神障害、精神状態　　　　の悪化をきたした患者への対応を行う。


　・　震災のストレスによってこころや身体に不調をきたした住民を早期に発見し、対応する。


　・　今後発生すると思われる精神疾患、精神的不調を予防するための介入を行う。


●　被災者のケアを行う職員、スタッフの精神的問題も念頭に置く。


　・　支援に関わる職員、スタッフ、ボランティアは長時間勤務となり、ややもすると疲労を無視しがちである。燃え尽きや過労の兆候を把握し、休養の必要性について助言していくことも大切である。








子供から高齢者まで幅広い対応が必要！！


子ども：


災害から受ける心の衝撃は大人よりも大きいと言われます。こころと身体の不調が大人と違った形で現れる傾向があります。


高齢者：


　避難所などの環境変化で精神不調が現れやすくなります。


傷病者・障がい者


　情報の谷間に置かれ、支援が届かないことがあります。


日本語を母国語としない人


　言葉が通じない、生活習慣の違い等で不安が増してきます。
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